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昭島ワンド整備 【事後評価】
（あきしま水辺の楽校）

多摩川
かわさき水辺の楽校 【事後評価】

荒川下流
荒川下流河岸再生整備事業 【再評価】
自然創出事業 ～水辺の子供たち～ 【事後評価】

綾瀬川
綾瀬川清流ルネッサンス 【再々評価】

常陸利根川（霞ヶ浦）
霞ヶ浦浚渫 【再々評価】

中津川
滝沢ダム建設事業 【再々評価】

大谷川
大谷川流域直轄砂防事業 【再々評価】

常陸利根川（霞ヶ浦）
霞ヶ浦田村・沖宿地区自然再生事業 【再評価】

渡良瀬川
館林水辺環境整備事業 【事後評価】
佐野水辺環境整備事業 【事後評価】

大谷川

中津川
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（水環境整備事業）

水環境悪化の著しい河川の浚渫事業及び浄化施設整備事業等

→ 主に非利用施設

（自然再生事業）

良好な河川環境を保全・復元するために必要な河道整備、

湿地再生等の事業 → 主に非利用施設

（河川利用推進事業）

親水や舟運等の河川利用の促進を図るために必要な施設等

の整備事業 → 主に利用施設

＜河川環境整備事業の事業区分＞

河川環境整備事業の便益算定（１）
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大気質、水質改善、動植物への影響等は現在のところ取引市場が形成
されていない非市場財である。

①便益算定手法の選定

各事業毎に、代表４手法（ヘドニック法， ＣＶＭ，ＴＣＭ， 代替法）

及びその他手法について比較検討。

②受益の範囲について

・施設の性格（利用施設か非利用施設か）に着眼。

・利用施設は、主に利用実態を踏まえ選定。

・非利用施設は、対象河川や対象事業の認知状況を踏まえ選定。

＜便益算定方法選定の考え方＞

河川環境整備事業の便益算定（２）
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